
　

＊
小
八
幡
の
ス
ポ
ッ
ト

＊
小
八
幡
の
ス
ポ
ッ
ト　

　

北
鎌
倉
駅
の
下
り
ホ
ー
ム

　

北
鎌
倉
駅
の
下
り
ホ
ー
ム

に
沿
っ
て
大
船
の
方
へ
５
分

に
沿
っ
て
大
船
の
方
へ
５
分

ほ
ど
進
む
と
、
台
町
の
八
幡

ほ
ど
進
む
と
、
台
町
の
八
幡

神
社
が
あ
り
ま
す
。
表
示
も

神
社
が
あ
り
ま
す
。
表
示
も

な
く
、
入
口
も
狭
い
の
で
見

な
く
、
入
口
も
狭
い
の
で
見

落
と
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

落
と
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　

ご
注
意
を
！
地
元
で
は

　

ご
注
意
を
！
地
元
で
は

「
小
八
幡
」
と
呼
ん
で
い
ま

「
小
八
幡
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
名
前
通
り
の
神
社
で
す

す
。
名
前
通
り
の
神
社
で
す

が
、
震
災
は
受
け
て
は
い
る

が
、
震
災
は
受
け
て
は
い
る

も
の
の
江
戸
創
建
当
時
の
社

も
の
の
江
戸
創
建
当
時
の
社

殿
は
健
在
で
す
。
境
内
は
３

殿
は
健
在
で
す
。
境
内
は
３

段
に
分
か
れ
、
各
段
に
パ
ワ

段
に
分
か
れ
、
各
段
に
パ
ワ

ー
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

ー
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

昔
、
観
音
堂
が
あ
っ
た
と

　

昔
、
観
音
堂
が
あ
っ
た
と

い
う
下
の
平
地
に
は
山
裾

い
う
下
の
平
地
に
は
山
裾

に
、
中
段
の
平
場
に
は
右
奥

に
、
中
段
の
平
場
に
は
右
奥

の
石
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る

の
石
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る

よ
う
で
す
。
社
殿
の
建
つ
最

よ
う
で
す
。
社
殿
の
建
つ
最

上
段
へ
は
急
な
石
段
を
上
る

上
段
へ
は
急
な
石
段
を
上
る

の
で
息
は
切
れ
そ
う
で
す

の
で
息
は
切
れ
そ
う
で
す

が
、
大
根
会
の
皆
さ
ん
は
気

が
、
大
根
会
の
皆
さ
ん
は
気

分
の
い
い
境
内
だ
と
い
っ
て

分
の
い
い
境
内
だ
と
い
っ
て

あ
ま
り
苦
に
し
ま
せ
ん
。
石

あ
ま
り
苦
に
し
ま
せ
ん
。
石

段
も
石
垣
も
手
入
れ
が
よ

段
も
石
垣
も
手
入
れ
が
よ

く
、
地
元
の
人
た
ち
に
大
事

く
、
地
元
の
人
た
ち
に
大
事

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

ッ
ト
は
さ
わ
や
か
、
陰
の
方

ッ
ト
は
さ
わ
や
か
、
陰
の
方

は
重
く
前
に
引
っ
張
ら
れ
る

は
重
く
前
に
引
っ
張
ら
れ
る

感
じ
と
い
い
ま
す
。

感
じ
と
い
い
ま
す
。

　

＊
稲
荷
の
風

＊
稲
荷
の
風　

三
つ
目
の

　

三
つ
目
の

ス
ポ
ッ
ト
は
社
殿
の
左
角
。

ス
ポ
ッ
ト
は
社
殿
の
左
角
。

7070
代
の
女
性
が
気
持
ち
の
い

代
の
女
性
が
気
持
ち
の
い

い
風
を
感
じ
る
と
い
い
ま

い
風
を
感
じ
る
と
い
い
ま

す
。
そ
の
場
所
に
立
つ
と
、

す
。
そ
の
場
所
に
立
つ
と
、

確
か
に
他
よ
り
強
く
風
を
感

確
か
に
他
よ
り
強
く
風
を
感

じ
ま
す
。
風
の
吹
い
て
く
る

じ
ま
す
。
風
の
吹
い
て
く
る

先
に
は
、
稲
荷
社
が
あ
り
ま

先
に
は
、
稲
荷
社
が
あ
り
ま

す
。
小
八
幡
の
裏
山
は
「
稲

す
。
小
八
幡
の
裏
山
は
「
稲

荷
山
」
と
呼
ば
れ
、
昔
は
頂

荷
山
」
と
呼
ば
れ
、
昔
は
頂

上
に
お
稲
荷
さ
ん
を
祀
っ
て

上
に
お
稲
荷
さ
ん
を
祀
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。こ
れ
は「
稲

い
た
そ
う
で
す
。こ
れ
は「
稲

荷
の
風
」
と
い
っ
て
も
い
い

荷
の
風
」
と
い
っ
て
も
い
い

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
気
持

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
気
持

ち
が
安
ら
ぐ
と
い
っ
て
、
長

ち
が
安
ら
ぐ
と
い
っ
て
、
長

い
間
こ
こ
に
た
た
ず
む
人
が

い
間
こ
こ
に
た
た
ず
む
人
が

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

ま
た
裏
山
か
ら
下
ろ
し
て

　

ま
た
裏
山
か
ら
下
ろ
し
て

き
た
か
と
思
わ
れ
る
稲
荷
社

き
た
か
と
思
わ
れ
る
稲
荷
社

に
も
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う

に
も
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う

で
す
。
社
殿
の
前
、
鳥
居
を

で
す
。
社
殿
の
前
、
鳥
居
を

潜
っ
た
左
手
で
す
。

潜
っ
た
左
手
で
す
。

　

＊
熊
野
神
社
の
パ
ワ
ー
ポ

＊
熊
野
神
社
の
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト

イ
ン
ト　

次
に
大
船
の
熊
野

　

次
に
大
船
の
熊
野

神
社
を
訪
ね
ま
し
た
。
境
内

神
社
を
訪
ね
ま
し
た
。
境
内

に
は
熊
野
神
社
の
本
殿
と
神

に
は
熊
野
神
社
の
本
殿
と
神

楽
殿
を
中
心
に
左
に
秋
葉

楽
殿
を
中
心
に
左
に
秋
葉

社
、
右
に
金
毘
羅
社
、
神
明

社
、
右
に
金
毘
羅
社
、
神
明

宮
が
並
ん
で
い
ま
す
。

宮
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
４
社
の
パ
ワ
ー
ス
ポ

　

こ
の
４
社
の
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
は
、
判
を
押
し
た
よ
う

ッ
ト
は
、
判
を
押
し
た
よ
う

に
社
殿
の
前
、
や
や
左
に
寄

に
社
殿
の
前
、
や
や
左
に
寄

っ
た
所
で
す
。
皆
さ
ん
穏
や

っ
た
所
で
す
。
皆
さ
ん
穏
や

か
な
表
情
で
手
を
合
わ
せ
て

か
な
表
情
で
手
を
合
わ
せ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
ど
れ
も
気

い
ま
し
た
か
ら
、
ど
れ
も
気

分
の
い
い
ス
ポ
ッ
ト
な
の
で

分
の
い
い
ス
ポ
ッ
ト
な
の
で

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

　

熊
野
神
社
は
賽
銭
箱
の
一

　

熊
野
神
社
は
賽
銭
箱
の
一

歩
左
、
金
毘
羅
宮
は
賽
銭
箱

歩
左
、
金
毘
羅
宮
は
賽
銭
箱

の
半
歩
左
、
神
明
宮
は
祠
の

の
半
歩
左
、
神
明
宮
は
祠
の

中
心
か
ら
や
や
左
に
ず
れ
た

中
心
か
ら
や
や
左
に
ず
れ
た

位
置
で
す
。
岩
窟
の
中
に
あ

位
置
で
す
。
岩
窟
の
中
に
あ

る
秋
葉
社
は
、
岩
窟
の
左
端

る
秋
葉
社
は
、
岩
窟
の
左
端

の
位
置
で
す
。

の
位
置
で
す
。

　

＊
鳥
居
と
バ
リ
ア

＊
鳥
居
と
バ
リ
ア　

熊
野

　

熊
野

神
社
の
境
内
に
は
、
パ
ワ
ー

神
社
の
境
内
に
は
、
パ
ワ
ー

バ
リ
ヤ
も
存
在
す
る
よ
う
で

バ
リ
ヤ
も
存
在
す
る
よ
う
で

す
。
大
根
師
は
、
神
社
の
入

す
。
大
根
師
は
、
神
社
の
入

り
口
で
何
か
を
感
じ
、
し
き

り
口
で
何
か
を
感
じ
、
し
き

わ
れ
る
の
で
す
。
機
会
を
み

わ
れ
る
の
で
す
。
機
会
を
み

て
、
新
旧
の
鳥
居
の
位
置
を

て
、
新
旧
の
鳥
居
の
位
置
を

地
元
の
人
か
ら
伺
い
た
い
と

地
元
の
人
か
ら
伺
い
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

思
い
ま
し
た
。

り
の
鳥
居
の
位
置
が
気
に
な

り
の
鳥
居
の
位
置
が
気
に
な

る
と
言
わ
れ
ま
す
。

る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

境
内
の
入
口
に
は
、
昭
和

　

境
内
の
入
口
に
は
、
昭
和

6060
年
に
建
て
ら
れ
た
石
造
の

年
に
建
て
ら
れ
た
石
造
の

鳥
居
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

鳥
居
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

か
ら
４
㍍
ほ
ど
入
っ
た
所

か
ら
４
㍍
ほ
ど
入
っ
た
所

と
、
石
段
を
登
り
切
っ
た
所

と
、
石
段
を
登
り
切
っ
た
所

で
、
空
気
が
変
化
す
る
と
い

で
、
空
気
が
変
化
す
る
と
い

う
の
で
す
。
神
社
を
守
る
バ

う
の
で
す
。
神
社
を
守
る
バ

リ
ア
が
二
か
所
に
あ
る
と
い

リ
ア
が
二
か
所
に
あ
る
と
い

う
わ
け
で
す
。

う
わ
け
で
す
。

　

バ
リ
ア
が
感
じ
ら
れ
る
場

　

バ
リ
ア
が
感
じ
ら
れ
る
場

所
に
は
、
以
前
何
か
が
、
た

所
に
は
、
以
前
何
か
が
、
た

と
え
ば
鳥
居
と
か
手
水
舎
、

と
え
ば
鳥
居
と
か
手
水
舎
、

灯
篭
な
ど
が
建
っ
て
い
た
可

灯
篭
な
ど
が
建
っ
て
い
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
大
根
師

能
性
が
あ
り
ま
す
。
大
根
師

は
、
鳥
居
を
建
て
替
え
る
時

は
、
鳥
居
を
建
て
替
え
る
時

な
ど
に
位
置
が
ず
れ
る
こ
と

な
ど
に
位
置
が
ず
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
し
か
し
、
地
霊
は

が
あ
る
。
し
か
し
、
地
霊
は

元
の
位
置
に
残
る
。
そ
う
言

元
の
位
置
に
残
る
。
そ
う
言

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

＊
陰
陽
の
ス
ポ
ッ
ト

＊
陰
陽
の
ス
ポ
ッ
ト 

社

殿
の
前
に
立
つ
と
、
ど
な
た

殿
の
前
に
立
つ
と
、
ど
な
た

も
熱
心
に
礼
拝
、
そ
れ
が
終

も
熱
心
に
礼
拝
、
そ
れ
が
終

わ
る
と
思
い
思
い
に
社
殿
の

わ
る
と
思
い
思
い
に
社
殿
の

周
り
を
巡
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

周
り
を
巡
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
る
場
所
に
行
き
当
た

を
感
じ
る
場
所
に
行
き
当
た

る
と
、
し
ば
ら
く
手
を
合
わ

る
と
、
し
ば
ら
く
手
を
合
わ

せ
ま
す
。

せ
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
場
合
は

　

し
か
し
、
多
く
の
場
合
は

大
根
師
の
指
示
を
待
っ
て
エ

大
根
師
の
指
示
を
待
っ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
ま
す
。
大

ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
ま
す
。
大

根
師
が
指
摘
し
た
の
は
３
カ

根
師
が
指
摘
し
た
の
は
３
カ

所
で
し
た
。
一
つ
は
社
殿
の

所
で
し
た
。
一
つ
は
社
殿
の

前
の
や
や
右
、
二
つ
は
社
殿

前
の
や
や
右
、
二
つ
は
社
殿

の
裏
、
中
軸
線
よ
り
少
し
左

の
裏
、
中
軸
線
よ
り
少
し
左

に
寄
っ
た
辺
り
で
す
。
社
殿

に
寄
っ
た
辺
り
で
す
。
社
殿

前
は
陽
、
裏
は
陰
の
ス
ポ
ッ

前
は
陽
、
裏
は
陰
の
ス
ポ
ッ

ト
の
よ
う
で
す
。

ト
の
よ
う
で
す
。

　

3030
代
の
女
性
は
陽
の
ス
ポ

代
の
女
性
は
陽
の
ス
ポ

　

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表

　

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表

処
横
浜
分
処
（
台
北
横
浜
領

処
横
浜
分
処
（
台
北
横
浜
領

事
館
）
の

事
館
）
の
張

ち
ょ
う
し
ゅ
く

ち
ょ
う
し
ゅ
く淑
玲れ

い
れ
い

処
長
が

処
長
が

２
月
４
日
、
鎌
倉
市
役
所
を

２
月
４
日
、
鎌
倉
市
役
所
を

訪
れ
、
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
と

訪
れ
、
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
と

鎌
倉
市
議
会
を
表
敬
訪
問
し

鎌
倉
市
議
会
を
表
敬
訪
問
し

た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

２
０
１
６
年
５
月
に
鎌
倉

　

２
０
１
６
年
５
月
に
鎌
倉

市
議
会
日
台
友
好
親
善
議
員

市
議
会
日
台
友
好
親
善
議
員

連
盟
（
松
中
健
治
会
長
）
が

連
盟
（
松
中
健
治
会
長
）
が

発
足
し
、
以
来
、
連
盟
の
メ

発
足
し
、
以
来
、
連
盟
の
メ

ン
バ
ー
が
台
湾
を
訪
れ
た

ン
バ
ー
が
台
湾
を
訪
れ
た

り
、
横
浜
中
華
街
で
の
春
節

り
、
横
浜
中
華
街
で
の
春
節

や
国
慶
節
の
祝
賀
行
事
に
参

や
国
慶
節
の
祝
賀
行
事
に
参

加
し
た
り
し
て
交
流
が
行
わ

加
し
た
り
し
て
交
流
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
昨
年
４
月
に

れ
て
い
る
が
、
昨
年
４
月
に

着
任
し
た
張
処
長
が
公
式
に

着
任
し
た
張
処
長
が
公
式
に

鎌
倉
を
訪
れ
た
の
は
初
め

鎌
倉
を
訪
れ
た
の
は
初
め

て
。
て
。

　

同
連
盟
結
成
３
周
年
記
念

　

同
連
盟
結
成
３
周
年
記
念

と
し
て
市
議
会
か
ら
、
市
民

と
し
て
市
議
会
か
ら
、
市
民

団
体
「
鎌
倉
手
作
り
甲
冑
・

団
体
「
鎌
倉
手
作
り
甲
冑
・

　

第

　

第
3030
回
ロ
ー
タ
リ
ー
杯
少

回
ロ
ー
タ
リ
ー
杯
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
２
月

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
２
月
1111

　

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
（
鎌
倉

　

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
（
鎌
倉

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
が

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
が

創
立
創
立
5555
周
年
記
念
事
業
と
し

周
年
記
念
事
業
と
し

て
昨
年

て
昨
年
1010
月
開
催
し
た
イ
ベ

月
開
催
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
金
澤
翔
子
さ
ん
が
揮

ン
ト
で
金
澤
翔
子
さ
ん
が
揮

毫
し
た「
共
に
い
き
る
」を
、

毫
し
た「
共
に
い
き
る
」を
、

１
月
１
月
2424
日
、
鎌
倉
市
へ
寄
贈

日
、
鎌
倉
市
へ
寄
贈

し
た
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

作
品
は
、
鎌
倉
芸
術
館
大

　

作
品
は
、
鎌
倉
芸
術
館
大

ホ
ー
ル
回
廊
に
展
示
さ
れ
て

ホ
ー
ル
回
廊
に
展
示
さ
れ
て

お
り
、
４
月
ご
ろ
か
ら
正
面

お
り
、
４
月
ご
ろ
か
ら
正
面

玄
関
前
へ
移
設
さ
れ
る
予
定
。

玄
関
前
へ
移
設
さ
れ
る
予
定
。

日
笛
田
公
園
で
決
勝
戦
が

日
笛
田
公
園
で
決
勝
戦
が

行
わ
れ
、
湘
南
ル
ベ
ン
ト

行
わ
れ
、
湘
南
ル
ベ
ン
ト

が
優
勝
し
た
。

が
優
勝
し
た
。

　

表
彰
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と
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ベ
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の
キ
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が
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ベ
ン
ト
の
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ャ
プ
テ
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に
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れ
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テ
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に
手
渡
さ
れ
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か
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３
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の
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ム
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３
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の
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ム
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が
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れ

全
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に
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ダ
ル
が
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た
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３
位
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位
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越
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３
位
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ず
み
・
お
な
り
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み
・
お
な
り
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０
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合
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０
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９
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の
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結
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鎌
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Ｋ
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Ｋ
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２
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３
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２
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３
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坂
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Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
〉
１
位
粟
船
、
２
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２
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Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
〉
１
位

関
谷
〈
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
〉
１
位

山
崎
、
２
位
ル
ベ
ン
ト

山
崎
、
２
位
ル
ベ
ン
ト

 

（
写
真
は
主
催
者
提
供
）

（
写
真
は
主
催
者
提
供
）

約
２
㎞
を
走
る
５
区
間
で
、

約
２
㎞
を
走
る
５
区
間
で
、

家
族
や
友
人
、
職
場
仲
間
や

家
族
や
友
人
、
職
場
仲
間
や

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
な
ど
が
タ

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
な
ど
が
タ

ス
キ
を
つ
な
ぐ
力
強
い
レ
ー

ス
キ
を
つ
な
ぐ
力
強
い
レ
ー

ス
を
展
開
し
た
。

ス
を
展
開
し
た
。

　

今
年
は
参
加
枠
が
１
５
０

　

今
年
は
参
加
枠
が
１
５
０

チ
ー
ム
に
拡
大
さ
れ
、
雨
に

チ
ー
ム
に
拡
大
さ
れ
、
雨
に

よ
る
棄
権
を
除
い
て
も
過
去

よ
る
棄
権
を
除
い
て
も
過
去

最
大
の
規
模
と
な
っ
た
。
町

最
大
の
規
模
と
な
っ
た
。
町

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
、

民
ボ
ラ
ン
テ
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情
報
を
掲
載

し
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

し
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
工
夫
も
。
協
賛
各
社

げ
る
工
夫
も
。
協
賛
各
社

か
ら
参
加
チ
ー
ム
に
賞
品

か
ら
参
加
チ
ー
ム
に
賞
品

が
提
供
さ
れ
た
。

が
提
供
さ
れ
た
。

　

小
学
生
の
頃
か
ら
同
駅

　

小
学
生
の
頃
か
ら
同
駅

伝
に
親
し
む
川
村
駿
吾
さ

伝
に
親
し
む
川
村
駿
吾
さ

ん
（
ん
（
3030
）
は
、
青
山
学
院

）
は
、
青
山
学
院

大
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
箱

大
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
箱

根
駅
伝
出
場
の
経
歴
を
持

根
駅
伝
出
場
の
経
歴
を
持

ち
、
所
属
の
実
業
団
引
退

ち
、
所
属
の
実
業
団
引
退

を
前
に
地
元
大
会
に
臨
み

を
前
に
地
元
大
会
に
臨
み

「
葉
山
駅
伝
は
地
元
に
密
着

「
葉
山
駅
伝
は
地
元
に
密
着

の
温
か
さ
が
あ
る
。
箱
根
を

の
温
か
さ
が
あ
る
。
箱
根
を

目
指
す
子
が
出
て
き
て
く
れ

目
指
す
子
が
出
て
き
て
く
れ

た
ら
」
と
話
し
た
。

た
ら
」
と
話
し
た
。

　

各
種
目
１
位
は
以
下
の
チ

　

各
種
目
１
位
は
以
下
の
チ

ー
ム【
小
学
生
男
子
】逗
子
文

ー
ム【
小
学
生
男
子
】逗
子
文

十
郎
十
郎
，Ｓ
Ａ
チ
ー
ム【
小
学
生

Ｓ
Ａ
チ
ー
ム【
小
学
生

女
子
】逗
子
文
十
郎

女
子
】逗
子
文
十
郎
，Ｓ
Ｃ
チ

Ｓ
Ｃ
チ

ー
ム【
フ
ァ
ミ
リ
ー
】ビ
リ
ィ

ー
ム【
フ
ァ
ミ
リ
ー
】ビ
リ
ィ

５
１
０【
一
般
総
合
】ガ
チ

５
１
０【
一
般
総
合
】ガ
チ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
―
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
―
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

【
一
般
女
子
】仙
元
山
ト
レ
イ

【
一
般
女
子
】仙
元
山
ト
レ
イ

ル
ク
ラ
ブ
Ｃ【
中
学
男
子
】コ

ル
ク
ラ
ブ
Ｃ【
中
学
男
子
】コ

ッ
テ
ィ
ー
ズ【
中
学
女
子
】南

ッ
テ
ィ
ー
ズ【
中
学
女
子
】南

郷
Ｄ
郷
Ｄ 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

　

冬
の
葉
山
恒
例
の
ス
ポ
ー

　

冬
の
葉
山
恒
例
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
「
第

ツ
イ
ベ
ン
ト
「
第
3535
回
葉
山

回
葉
山

駅
伝
２
０
２
０
」
が
１
月

駅
伝
２
０
２
０
」
が
１
月
2626

日
行
わ
れ
、
雨
模
様
の
な
か

日
行
わ
れ
、
雨
模
様
の
な
か

１
３
６
チ
ー
ム
６
８
０
人
の

１
３
６
チ
ー
ム
６
８
０
人
の

選
手
が
参
加
し
た

選
手
が
参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

一
色
小
学
校
と
周
辺
道
路

　

一
色
小
学
校
と
周
辺
道
路

を
コ
ー
ス
に
「
小
学
生
と
家

を
コ
ー
ス
に
「
小
学
生
と
家

族
」
と
「
一
般
と
中
学
生
」

族
」
と
「
一
般
と
中
学
生
」

の
２
部
門
に
分
か
れ
、
一
人

の
２
部
門
に
分
か
れ
、
一
人

と
ん
ぼ
の
会
」
が
作
成
し
た

と
ん
ぼ
の
会
」
が
作
成
し
た

高
さ
高
さ
5050
㌢
ほ
ど
の
ボ
ー
ル
紙

㌢
ほ
ど
の
ボ
ー
ル
紙

製
の
武
士
甲
冑
レ
プ
リ
カ
が

製
の
武
士
甲
冑
レ
プ
リ
カ
が

贈
呈
さ
れ
た
。

贈
呈
さ
れ
た
。

　

張
処
長
は
「
皆
様
に
も
台

　

張
処
長
は
「
皆
様
に
も
台

湾
を
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い
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だ
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た
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懸
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に
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